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抄録  

 
本研究の目的は，幼児向けに開発した「多様な運動遊びプログラム」による運動指導

の介入効果を検証することであった．	 

プログラムはおもに以下のような内容で構成された．	 

①  音楽を用いたリズムダンス運動遊び；5 種類（1 種類約３〜６分間）	 
②  サーキット運動遊び（屋内外）；ラダー，ミニトランポリン，マット，跳び箱，平
均台，雲梯，木登り，ボール的当て等の運動遊び（約 10 種類，10〜30 分間）	 

これらは保幼園の実態に応じて，週 1〜3 回，1 回の活動時間は，概ね 20〜60 分程度	 

であった．このプログラムは，幼児の日課時間を考慮し，すべて午前中に実施した．	 

	 対象は山形県長井市の年少児から中学 3 年生までの男女 2335 名（男子 1159 名，女

子 1176 名）であった．	 

本研究では，年代ごとに体力テストを行い，体力合計点から 2014 年度の全国値を基

準に偏差値を算出した．次に t-検定及びχ ²検定を用いて，統計的有意差を検討した．	 
特に本年度は，このプログラムに参加した年中・年長児を追跡し，小 1 時点の体力か

ら幼児期の活動がその後の体力に及ぼす効果を検証することを目的とした．このプロ

グラムに参加した幼児を「参加群；男児 44 名，女児 35 名」，それ以外を「不参加群；

男児 44 名，女児 62 名」とし，小 1 時点における体力の比較を行った．得られた主な

結果は次の通りであった．  
1) 長井市の小 1 全体の体力偏差値は男子が 54.9,女子が 53 であり，全学年の偏差値
の中で最高値を示した．体力テストの結果を 5 段階評価すると，全国の小 1 にお

いて，A ランクは男子 9%，女子 7%であるが，長井市の小 1 では男女とも 20%であ

った．  
2) 参加群・不参加群別にみた小 1 男女の偏差値は，男子が 56.5 と 53.4,女子は 55.4
と 51.4 であった．各測定項目における両群の比較では，一部の項目を除いて参加

群が高値を示し，男女の握力，女子のボール投げはその差が有意であった（p<.05）. 
 
キーワード：介入効果，幼児，追跡調査，体力，多様な運動遊び  
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Abstract 
 

The purpose of this study was to measure the effects of our intervention in the physical 
activities of pre-school to junior high school children. Our program, called the “diverse 
exercise/play program,” had been originally developed for the children of preschool age. 
It included 5 kinds of rhythm dance (3-6 min. /sequence) and about 10 kinds of circuit 
exercise/play meant for either indoor or outdoor activities. Depending on the study site, 
the program was carried out 1-3 times a week (20-60 min./day in the morning). 2,335 
children (1,159 boys and 1,176 girls) aged from 3 to 15 who lived in Nagai, Yamagata, 
participated in the study. The study conducted the physical fitness test for each school 
grade and acquired the deviation values based on the national average of the year 2014. 
The significance of differences were examined by using t-test and χ²test. In this 
follow-up study we especially focused on the first graders who had participated in this 
program in preschools to measure its effects on their physical fitness. For comparison, 
the first graders were grouped into Participants (44 boys and 35 girls) and 
Non-participants (44 boys and 62 girls). The results were as follows: 
 
1. The deviation values of Nagai first-graders were 54.9 for boys and 53 for girls, 

marking the highest in all grades. According to the national five-scale evaluation (A 
to E), 20% of both boys and girls from Nagai acquired grade A, while only 9% of boys 
and 7% of girls did so nationwide. 
 

2. The deviation values for Participants and Non-participants were 56.3 and 53.4 for 
boys and 55.4 and 51.4 for girls. In almost all events, the values of Participants were 
higher.  The grip strength (boys and girls) and the ball throw (girls), in particular, 
showed significant differences (p<0.05). 

  
Key Words：  intervention effect, infant, follow-up study, physical fitness, diverse 
exercise/play 
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１．はじめに 
昨年度（2014年），笹川スポーツ研究助成の適用

を受け，山形県長井市の年少児〜中学3年生までの

（暦年齢3〜15歳）の男女を対象にHQCシートを用

いた1週間継続の生活状況調査，体力テストを実施

し，その実態を明らかにした．また，小中学生につ

いては，簡便なライフスタイル調査を行い，体力と

の関連について検討した．その結果，体力上位群は

下位群に比べ不定愁訴傾向が少ないことが明らか

となった．	 

さらに，対象となった地域では，これらの調査及	 

び測定のみならず，幼児の運動促進，基本的生活習	 

慣づくりと市内全小中学校児童生徒を対象にした，	 

アウトメディア教育を過去4年間にわたって実践し

てきた．これらは何れも当該教育委員会が主導的役

割を担い，保幼園，小中学校の教職員，大学との連

携・協同事業として2012年度からスタートしたも

のである．幼児は文部科学省委託事業の一環として，

2013年度からスタートしているが，保幼園と小中学

校との内実ある連携を促進するために，「長井アク

ティブキッズプロジェクト」を立ち上げ，現在も

様々な活動を行っている．このプロジェクトの成果

は，保幼園や小学校で散見されつつある．しかし，

標本数の不足もあり，その効果について十分な検証

を行うことができなかった．	 

	 以上の経緯を踏まえ，本研究では，これまで蓄

積してきたデータをもとに，特に幼児向けに開発し

た多様な運動プログラムを適用した運動指導によ

る介入効果の有無を明らかにしてきたい．	 

	 

2．目	 的	 

本研究の主な目的は，次の通りであった．	 

	 このプロジェクトが開発した「幼児のための多様

な運動遊びプログラム」に参加した年中・年長児（4

〜5歳児）を追跡し，小学校1年生時点における体

力から，幼児期の活動がその後の体力に及ぼす効果

を検証する．	 

	 

3．方	 法	 

	 本研究は，昨年度に引き続き，山形県長井市の年

少児から中 3の子どもを対象に実施された． 
	 2014年度に参加した保幼園及び小中学校は，そ
れぞれ 7園，6校，2校であった．2015年度は保幼
園が１園増え，計 8園，小中学校は昨年と同様であ
った．本年度（2015年）対象とした各学年の人数
および身体特性（身長，体重）は表 1に示す通りで
あった．身長，体重は定期健康診断（5−6月；小中

学校）及び入園後の身体測定（６−8月；幼児）時に
得られた結果である．小１～中 3は，長井市内の全
児童生徒である．一方，年少〜年長児は、本研究に

協力した幼児のみである． 
	 なお，すべてのデータは，当該教育委員会の協力

のもと，当該保幼園，小中学校と保護者の同意を得

て収集した． 
	 本年度の研究で用いたデータセットは以下の通

りであった．	 

1) 2015年の長井市小1～中3男女の体力テストデ
ータ（文部科学省による新体力テスト）	 

2) 2013-2014年に保幼園で実施した年中・年長児
男女の体力テスト（春日が開発した幼児体力テ

スト）データ	 	 

	 児童生徒の体力テストは，2015年，5月末〜7月上

旬に実施された．幼児体力テストは2013-2014年の

7月下旬～9月上旬に実施された．	 

・分析の手順	 

❶	 1)のデータから，学年及び男女別に 8種目の体
力合計点から対象集団の体力偏差値（基準データ

「平成26年度体力・運動能力調査報告書」：スポー

ツ庁平成27年10月）を求め，この偏差値からそれ

ぞれの体力特性を明らかにする．	 

❷	 当該小1男女の体力分布（A～Eの5段階）を上

記報告書の同学年男女の結果と比較する．	 

❸	 2015年3月に卒園した年長児が同年4月に入学	 

した小学校を教育委員会の協力を得て確認する．こ

の年長児はすべて本プロジェクトが開発した「幼児

のための多様な運動遊びプログラム」に参加した者

である（以下，参加群）．参加群を除いた小1男女

をすべて不参加群として扱い，両群の体力を検証

する．ここでは，	 ❶との対応を考慮し，両群の体

力偏差値を求め，各群の体力特性を明らかにする．

次に，測定した8種目の平均値と標準偏差から種目

別にみた両群の体力の差異を検証する．	 

・統計解析	 

データの分析は，χ² 検定及び t-検定を行った．有
意水準は，p <0.05に設定した．χ² 検定では，項目
毎の有意差を残差分析によって検討した．なお，欠

損値のあるデータについては，すべて解析の対象か

ら除外した． 
 
４．結果及び考察	 	  
表１に，本年度（2015）の研究に参加した全対象
者の人数と身長，体重の平均値及び標準偏差を示し

た． 
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次の図 1 は，長井市内
児童生徒の学年別，男女

別の体力偏差値である．

女子の小５，中２を除く

と体力偏差値がどの学年

も50を超えていた．一方，
男子は小１，小５で偏差

値 50を超えたが，それ以
外の学年は50以下であっ
た．また学年，男女を問

わず，小１の偏差値が最

も高値であった． 
 

	 

	 小１は男女共に，2013年からスタートした幼児の「多様な運動遊びプログラム」に参加した群（参加群）
と参加しない群（不参加群）両方が含まれている．この年度から 2年間参加した幼児（年中→年長）は男
児 12名，女児 13名であった．2014年からは参加園も増加し，男児 50名，女児 39名であった．表 2は
幼児体力テストの結果の年次推移である．尚，2013年は体力測定にのみ協力した幼児も含まれている． 

 
	 このプログラムの開始時期は 2013年 10月からであった．保幼園の行事や夏・冬休み等があるため，初
年度の活動期間は約４ヶ月，2014年度は，約６〜8ヶ月であった．したがって，年中児から参加した幼児
の活動は約 12ヶ月，2014年から参加した幼児は約６〜8ヶ月である．本研究では，表 2の年長児を追跡し，
小学校入学後の小 1時点での体力に着目した．尚，年長から追跡できた小１男子は 44名，女子は 35名で
あった．次の表 3は，幼児を対象に開発した「多様な運動遊びプログラム」の概要である． 

54.9	 

49.3	 
49	 

49.2	 

48.1	 

50.1	 

46.6	 

49.8	 

49	 

53	 

52.1	 
52.6	 

50.7	 

49.2	 

51.7	 

49.7	 

47.6	 

52.3	 

46	 

48	 

50	 

52	 

54	 

56	 

小1	 小2	 小3	 小4	 小5	 小6	 中１	 中2	 中3	 

図1.学年別、男女別にみた体力偏差値(2015年長井市）	 
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	 これらの運動遊びは，通常の保幼園の日課に対応して実施された．保幼園の一般的な日課表と本プロ 
グラムとの関係は，表 4に示した通りである．この運動遊びプログラムは午前中に設定され，保幼園の 
通常の保育活動とバランスを取りながら実施した． 

	  
	 本研究では，表３に示した「多様な運動遊びプログラム」の活動を保証し，さらにそれを補完するために，
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教育委員会，保幼園，大学が緊密に連絡を取り合いながら，連携プログラムを構築した．表 5はその概要
を示したものである． 

	  
	  
	 表 3〜5に示した様々な活動を通して，幼児の運動習慣が促進され，さらに体力の向上も図られてきたと 
推察される．次の図 2，図 3は，体力偏差値が最高値を示した小 1男女の 5段階体力評価を全国の評価と比
較したものである．小１男女のそれぞれについて，χ²検定を用い分析した．その結果，長井市小１男女の

体力評価は有意（男子；χ2 = 19.16, df = 4, p ＝ 0.001 ** p < .01，女子；χ2 = 15.81, df = 4, p ＝ 0.003	 **p < .01）
であり，全国の小 1男女よりも優れていることが示された． 
	 その後，項目間での残差分析を行った．小１男子では，A及びB評価がそれぞれ全国の同評価より有意
に高く，一方，D評価は有意に低かった．小１女子では，A評価が全国の同評価より有意に高かった．こ
こでは，参加群と不参加群をプールした結果であることを考慮しなければならないが，幼児での取り組みが

影響していると推察される．そこで，本研究ではさらに分析を進め，この参加群と不参加群の比較を行った．

ここでは，体力合計点から男女別にその偏差値を求め，その差を検討した． 
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	 図 4は，参加群と不参 
加群男女それぞれの体力 
偏差値である．両群の偏

差値は，男女共に 50を超
えていた．このことから，

長井市小 1男女全体の体
力水準は，他の学年及び

男女に比べ元々高い特性

を有していたと言えるか

もしれない． 
	 参加群の偏差値は，男

子が 56.5，女子は 55.4で
あった．一方，不参加群

の偏差値は，男子 53.4，
女子 51.4であり，小１時 

20%	 

38%	 

28%	 

9%	 

5%	 

9%	 

27%	 

38%	 

17%	 

8%	 

A B C D E 
図2.5段階体力評価の分布（%)；小1男子	 

長井市；小1男子	 

全国；小１男子	 
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21%	 
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7%	 
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39%	 

18%	 
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A B C D E 
図3.5段階体力評価の分布（%)；小1女子	 

長井市；小1女子	 

全国；小１女子	 
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55.4	 

53.4	 

51.4	 

48.0	 

50.0	 

52.0	 

54.0	 

56.0	 

58.0	 

小1男子	 小1女子	 

図4．参加群と不参加群の体力偏差値	 

参加群	 不参加群	 
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点での体力は，男女共に参加群が不参加群を上回っていた． 
	 以上のことから，幼児向けに開発した「多様な運動遊びプログラム」による継続的な活動は，小学校入学

後の体力にも好ましい影響を与えた可能性が高いと言える． 
	 さらに，各測定項目の平均値，標準偏差から体力要素別にみた両群の差を検討した．表 6及び表 7は，
それぞれ小１男子と小１女子の結果である．なお，各 p値は，片側ｔ検定で得られた値である． 
	 表 6に示した男子の結果から，筋
力の指標である握力の値は，参加群

が不参加群より高く，有意であった． 
	 一方，筋持久力の指標である上体

起こしの値は，不参加群が参加群に比

べ，やや高値であった． 
	 その他の項目は，有意な差は認めら

れなかったものの，参加群の値が何れ

も不参加群より高い結果を示した． 
	 また，敏捷性と瞬発力の指標である 
反復横跳び，立ち幅跳びの各 p値に着 
目すると，参加群は不参加群に比べて

有意な傾向にあることが示唆された． 
 

 
	 表７に示した女子の結果から，

筋力の指標である握力及び投能力

の指標であるソフトボール投げの

値は，参加群が不参加群より高く，

有意であった． 
	 	 	 一方，敏捷性の指標である反復 
	 	  横跳びの値は，不参加群が参加 
     群に比べ，高値であった． 
	 	 	 その他の項目は，有意な差は認 
     められなかったものの，参加群の 
     値が何れも不参加群より高い結 

   果を示した． 
	 また，柔軟性と走能力の指標で 
ある長座体前屈，50m走の各 p値 

 
に着目すると，参加群は不参加群に比べて有意な傾向にあることが示唆された． 
	 以上のことから，体力要素別にみた小１男女の参加群の体力は，程度の差はあるものの，不参加群に比べ， 
高い傾向にあることが示された． 
 
５．まとめ 
 本研究は，幼児向けに開発してきた「多様な運
動遊びプログラム」を適用した運動指導の介入効

果を小学校入学後の小1の体力を指標として明ら

かにしようとするものであった．介入の期間は，

約６〜12ヶ月であった	 

	 このプログラムに参加した幼児を小1まで追跡

した人数は男子44名，女子35名であった．彼ら

を参加群，それ以外の小1男女を不参加群とした．

不参加群の人数は，男子44名，女子65名であっ

た．本研究では，この小1男女に着目し，分析を

行った．この研究で得た成果をまとめると次の通

りである．	 

	 

1) 参加群・不参加群を含めた小1の体力偏差
値は男子が54.9,女子が53であり，小1〜

中3の学年別，男女別に見た体力偏差値の

中で小1男女が最高値を示した．	 

2) 参加群・不参加群別にみた偏差値は，男子
が56.5と53.4,女子は55.4と51.4であり，

参加群の体力は，不参加群よりも高かった．	 
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3) 体力テストの各測定項目における両群の比	 
較では，一部の項目を除いて参加群が高値

を示し，男女の握力，女子のボール投げは

その差が有意であった（p<.05，p<.01）.	 
	 以上の結果から本研究を通して「多様な運動遊

びプログラム」を用いた運動指導による介入は有

効であることが示された．しかし，保幼園では，

運動を中核としたお遊戯や集団遊び等も日々行

われている．そこで聞き取り調査を行い，このプ

ログラムを評価してもらった．尚，調査は2名の

園長を対象に，2015年2月に実施した．	 

	 聞き取り調査の概要は以下の通りであった．	 

	 「このプログラムが始まる以前は，各種の運動教

材を使用すると良いということは分かっていたが，

専門性は十分でなく，意識も低いところがあった．	  
	 連携プログラムでの研修等を積んでいくことで，

褒めるだけの声掛けから，ポイントを押さえた声掛

けができるようになり，具体的に技術的なアドバイ

スができるようになった．」	 

	 「いわゆる，幼児向けのダンス等は元々日常の保

育活動でも行われていたおり，映像教材もあったが，

その動きをまねるだけであった．しかし，実践的，

専門的な指導を実際に受け，動きの要点を明確に押

さえた指導が可能となった．この違いが大きい」 
「サーキット運動遊びの取り組み開始時は，保育者

が相談してコースを決めていたが，数ヶ月すると子

どもたちが自分たちで工夫し始めた．それにより達

成感や成就感がより高まり，準備や後片付けに積極

的に取り組むようになった．子どもたちが自主的に

行うことでの運動量の確保に加えて，心の育成にも

つながった」 
	 以上の記述からも，このプログラムの導入による

幼児への運動指導が効果的であったと推察できる． 
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